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Facile Cascade Synthesis of 6-

(Chloromethyl)pyrazolo[3,4-

d ]pyrimidines from 5-Amino-1H -

pyrazole-4-carbaldehydes

共著 あり 〇

Asian Journal of

Organic Chemistry,

14(9), e00556

Niteesh K., Chung C.Y., Cha C.H.,

Zeng W.Z., Uramaru N., Arai I.,

Huang P.J., Wong  F.F.

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

Synthesis of Disulfides Using Basic

Oxidizing Agent NaOH/Formamide With

5-Amino-4-thiocyanatopyrazoles

共著 あり

Zeng W.Z., Wang S.C., Cha C.H.,

Chung C.Y., Arai I., Uramaru N.,

Lee D.Y., Wong F.F.

2026.2

Asian Journal of

Organic Chemistry,

15(3), e70352

〇

研究分野 医薬品化学・薬物代謝学・環境化学

学位 博士（医薬学）

学歴
2003年第一薬科大学薬学部薬剤学科、2005年岡山大学大学院自然科学研究科博士前期課程薬品化学専攻、

2011年広島大学大学院医歯薬学総合研究科博士課程創生医科学専攻

氏名 浦丸 直人 部署 共通教育科 職名 准教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴
2005年日本薬科大学薬学部助手、2008年日本薬科大学薬学部助教、2014年日本薬科大学薬学部講師、

2020年日本薬科大学院講師、2024年埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授

所属学会（役職） 日本薬学会、日本内分泌撹乱物質学会、日本薬剤師会、埼玉県薬剤師会、上尾伊奈地域薬剤師会

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

該当なし

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（２）論文

Oxidization synthesis and bioactivity

study of tricyclic and tetracyclic genipin

derivatives with collins reagent as anti-

inflammatory agents

共著 あり

Zeng W.Z., Cha C.H., Chung C.Y.,

Huang G.J., Uramaru N., Arai I.,

Wong F.F.

2025.7

2025.9

Evaluation of photochemical behavior of

ebastine and elucidation of its

photoproducts

共著 あり 〇
J Pharm Biomed

Anal., 270, 117288

Kawabata K., Tokunaga Y.,

Nunome Y., Akimoto S., Uramaru

N., Inagaki M., Nishi H.

2026.3

Development of the quantification of

fatty acid species without derivatization

and application to their profiling in sera

of different mammalian species

Vanillylamine, a metabolite of capsaicin,

promotes lipolysis in 3T3-L1 mature

adipocytes

共同

The 12th Asian

Association of Schools of

Pharmacy Conference

〇Ayumi Kushi, Naoto Uramaru, Makoto

Osabe, Toshiyuki Higuchi

One-Pot Acid Catalytic Cyclization

Synthesis of Imidazo[4,5-c ]Pyrazoles

and Pyrazolo[3,4-d ]Pyrimidines from 5-

Amino-4-Nitrosopyrazoles with

Vilsmeier Reagent

共著 あり 〇

Asian Journal of

Organic Chemistry,

14(4), e202400776

Cha C.H., Chung C.H., Zeng W.Z.,

Uramaru N., Niteesh K., Wong

F.F.

2025.4

共著 あり

Kawabata K., Ohtsuki Y.,

Muraoka H., Uramaru N.,

Tokumura A., Nishi H.

2025.10

Bioorg Med Chem.,

124, 118198

Chromatography,

46(3), 109-116

〇

〇
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成熟脂肪細胞における脂肪細胞分化関連

転写因子およびアディポカイン 類の発現

に及ぼすラズベリーケトンとその代謝物

の影響

共同
第69回日本薬学会関東支部

大会

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（４）その他

○小笠原夢羽、浦丸直人、長部誠、樋口

敏幸
2025.9

脂肪細胞分化初期における分化関連因子

およびアディポカイン類の発現に及ぼす

ラズベリーケトンとその代謝物の影響

共同
第69回日本薬学会関東支部

大会

○築茂花英、浦丸直人、長部誠、樋口敏

幸
2025.9

Capsaicin の代謝物である Vanillylamine

は成熟脂肪細胞における脂肪分解を促進

する

共同
第69回日本薬学会関東支部

大会

○櫛あゆみ、浦丸直人、長部誠、樋口敏

幸
2025.9

化学

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤

研究(C)

 非アルコール性脂肪肝疾患を改善

する植物由来成分の探索と予防改

善薬創生への応用

研究代表者 2025.4～2028.3

教養ゼミナール 〇 15

我々の生活や医療系分野で使用されている化学物質の生体影響や環境影

響に関する様々な課題をグループワークを通して学習し、化学物質のリ

スクとベネフィットの概念を理解するとともに多角的視点にて化学物質

の使用について考えることができる力の育成を支援した。

地球環境論 〇 8
地球環境問題を概説するとともに、グループワークによる地域における

環境問題についての探求学習を行った。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

IPW論 15

患者・利用者中心の支援活動をチームで行うための多職種連携の基本的

な考え方・理論を教授するとともに異なる学科の学生で構成されたグ

ループでのチーム活動を支援した。

学校保健 1
学校薬剤師の業務である学校環境衛生検査について概説するとともに、

学校薬剤師の立場から養護教諭との係りについて講義した。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

IPW実習 2025.8
事前打ち合わせから当日まで教員ファシリテーターを担当し、学生が自

主的に学び、チーム形成が行るようように支援した。

名称 単・共

生化学①② 〇 30

教科書、参考書等を独自にまとめて作成した資料を配布し、講義中に学

生が重要事項や補足説明を書き込み、学習支援を行っている。また、図

表等の説明には、パワーポイントを使用し、さらに、学生が自身の理解

度を図るための教材（演習問題等）も配布している。

〇 15
我々の生活や医療系分野で使用されている身近な化学物質を取り上げ

て、化学製品の成分や化学物質の健康への影響を概説した。

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者
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全学的委員会及びセンター業務等

全学的委員会及びセンター業務等

IPEセンター・センター員

共同実験管理部会・有害物質等管理主任者および特別管理産業廃棄物管理副

責任者

全学的委員会及びセンター業務等 研究倫理委員会　動物実験・組換えDNA実験に伴う研究審査部門・部会員

2025.4～2026.3

2025.4～2026.3

2025.4～2026.3

自然科学実験 15

自然現象や科学的思考の学修を目的とした物理学・生物学・化学の3分

野実験のうち、化学分野の実験担当とプレゼンテーション指導を

行った。

該当なし 主指導 名 副指導 名

化学実験 〇 30

化学分析や有機合成を通して、化学の理論への理解を深めるとともに、

化学実験における基本的な知識・技能・態度を身につける学習支援を

行った。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

目白大学大学保健医療学部非常勤講師 2025.4～2025.9

教科書、参考書等を独自にまとめて作成した資料を配布し、講義中に学

生が重要事項や補足説明を書き込み、学習支援を行っている。また、図

表等の説明には、パワーポイントを使用し、さらに、学生が自身の理解

度を図るための教材（演習問題等）も配布している。

2025 NPU Summer Program 日本薬科大学 海外短期留学生への講演：Let's explore Japan 2025.8

高校生向け開放授業 埼玉県立大学 自然科学実験 2025.4～2025.7

薬物乱用防止講演 埼玉県立伊奈学園中学校 薬物乱用防止講演 2025.12

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

埼玉県教育委員会 学校薬剤師（埼玉県立伊奈学園中学校） 2023.3～現在

伊奈町教育委員会 学校薬剤師（伊奈町立小室中学校） 2024.4～現在

薬物乱用防止講演 埼玉県立熊谷西高等学校 薬物乱用防止講演 2025.12

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

大学広報活動 オープンキャンパス開催支援 2025.8

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項

全学的委員会及びセンター業務等 学生支援委員会・委員 2025.4～2026.3

全学的委員会及びセンター業務等 親睦会・幹事 2025.4～2026.3

５．学内運営

項目 内容 期間


